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第５回独立行政法人防災科学技術研究所契約監視委員会議事概要 
 

Ⅰ．開催日時 平成２３年５月３０日（月）１４：３０～１６：４０ 

 

Ⅱ．場  所 東京国際フォーラム G４０３会議室 

 

Ⅲ．出 席 者 

委 員 長  小西 彦衞（小西彦衞公認会計士事務所 公認会計士） 

委員長代理 田中 德夫（岩田合同法律事務所 弁護士） 

委  員  山内 喜明（山内喜明法律事務所 弁護士） 

委  員  森脇 寛 （独立行政法人防災科学技術研究所 監事） 

委  員  吉屋 寿夫（独立行政法人防災科学技術研究所 監事） 

専門委員  居山 浩 （株式会社キリウ 執行役員営業部部長） 

 

説 明 者  鎌田総務部長、柴原契約ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ、櫻井契約ﾁｰﾑ係長、松戸契約ﾁｰﾑ員 

事 務 局  山本監査・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室長、大石監査・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室主幹 

 

Ⅳ．議  題   

１．交替委員及び専門委員の紹介 

   ２．これまでの点検・見直しに関するレビュー 

   ３．平成２２年度の契約状況について 

   ４．随意契約等見直し計画の実施状況について 

   ５．民間企業における購買・調達部門経験者（専門委員）の意見活用 

   ６．その他 

 

Ⅴ．議事概要 

１．議題１に関して 

① 委員の交替及び専門委員の新たな就任があったので、各委員が自己紹介を 

行った。 

② 専門委員の就任に関連した部分の本委員会規程の改正について、山本室長 

  より説明があった。 

   ２．議題２に関して 

① 前回委員会の議事概要の確認が行われた。 

      ② これまでの点検・見直しをレビューした結果について、山本室長より報告 

がなされた。 

   ４．議題３に関して 
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① 平成２２年度の契約状況について、柴原契約ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰより説明があった。

コスト削減の方法等について質疑があった後に、了承された。 

    ５．議題４に関して 

① 随意契約等見直し計画の実施状況について、柴原契約ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰより説明が

あった。 

      ②見直し計画の実施状況に対する契約監視委員会による確認・指摘事項につ 

いて、吉屋委員から説明があった。 

      ③ 討議の結果、説明した内容の一部について表現を修正するよう求められた 

他は、了承された。修正が求められた部分については、事務局で修正案文 

を作成し、小西委員長に確認と了解をいただくことになった。 

       ６．議題５に関して 

① 民間企業の購買・調達部門での経験者である居山専門委員より、民間企業 

における調達活動について、具体的な事例等を交えた紹介があった。 

      ② 質疑の後に、小西委員長より、今回紹介いただいた内容を今後吸収して、 

コストの削減に向けた取り組みに活かしたいとの発言があった。 

    ７．議題６に関して 

      ① 「平成 22 年度における独立行政法人の契約状況について（依頼）」につい 

て柴原契約ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰから説明があった。 

       総務省へ提出する書類（契約監視委員会審議状況）の中に、専門委員の意見 

活用をより具体的に記載するようにとの指摘があった。事務局で修正案文を 

作成し、小西委員長に確認と了解をいただくことになった。 

      ② 次回の開催を、１１月頃に予定することになった。 

         

                                以上 
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第４回独立行政法人防災科学技術研究所契約監視委員会議事概要 
 

開催日時 平成２２年１２月３日（金）１３：３０～１５：３０ 

 

場  所 東京国際フォーラム G５０４会議室 

 

出 席 者： 

委 員 長  小西 彦衞（小西彦衞公認会計士事務所 公認会計士） 

委員長代理 田中 德夫（岩田合同法律事務所 弁護士） 

委  員  山内 喜明（山内喜明法律事務所 弁護士） 

委  員  吉屋 寿夫（独立行政法人防災科学技術研究所 監事） 

委  員  鈴木 賢一（独立行政法人防災科学技術研究所 監事） 

説 明 者  柴原契約課長、水野経理課長補佐、徳重契約課審査係長、櫻井契約第２係長、 

      松戸契約課員 

事 務 局  山本監査・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室長、大石監査・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ室主幹 

 

議事概要  １．前回委員会の議事概要（資料１）の確認が行われた。 

         

      ２．契約監視委員会によるフォローアップの方法について 

        ・資料 2 に基づき、契約監視委員会によるフォローアップの方法の案に

ついて柴原契約課長より説明があり、各委員が議論をした結果次のとお

りとなった。 

① 点検項目については、案のとおり了承された。 

② 点検方法については、案のとおり了承された。 

③ 契約監視委員会の開催頻度については、原則２回とすることとなった。 

上期分は１２月頃、下期は５月頃に開催し、必要に応じ随時開催する

こととなった。 

④ 民間企業の購買・調達部門経験者の意見活用については、アドバイザ

ーとして委嘱し、取りまとめの段階で民間の契約の基本的な考え方を

聞き、当研究所の契約を説明してコメントをいただき、反映させるこ

ととなった。 

なお、民間企業の購買・調達部門経験者の人選状況を説明した。 

現在人選検討中の候補者の選出及び承諾が得られなかった場合は、契

約監視委員会委員にも候補者を紹介いただけるよう依頼した。 
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３．契約の状況について 

        ・資料 3-1、3-2、3-3 に基づき、平成２１年度及び平成２２年度上半期の

契約状況について柴原契約課長より説明があった。 

                 

      ４．随意契約等見直し計画の取り組み状況について 

        ・資料 4 に基づき、随意契約等見直し計画の取り組み状況について柴原

契約課長より説明があり、更に複数年契約については吉屋委員より補足

説明があり、了承された。 

なお、小西委員長より引き続き下期も努力して欲しいとのコメントをい

ただいた。 

 

      ５．要請事項の取り組み状況について 

・資料 5 に基づき、総務省等の要請事項に対する対応状況について柴原

契約課長より説明があり、了承された。 

 

            ６．その他 

監査報告への対応について 

  ・資料 6 に基づき、予定価格の妥当性及び小額契約の妥当性に関する監

査報告について、柴原契約課長及び吉屋監事より説明があった。 

  

 

                                以上 

 


